
食品事故等の問題があったときに､食品の移動ルートを
書類等で特定し､遡及・追跡して､原因究明や商品回収等
を円滑に行えるようにする仕組｡

ただし、食品トレーサビリティは、食品をどのように生産・
製造したか（例：農薬・肥料・飼料等の使用状況、原材料
の原産地名などの情報）を表示等で情報提供する取組と
は異なる。

●基礎的なトレーサビリティ：
｢いつ､どこから（どこへ）､何を、どれ
だけ｣の入荷・出荷の記録の作成・
保存の取組。
●高度なトレーサビリティ :
内部トレーサビリティ、ロット情報の

記録の作成・保存等の取組｡

食品トレーサビリティについて 食品トレーサビリティの取組

食品トレーサビリティ

食品トレーサビリティの取り組み方について、どのような取組をすればよいのか分かりやすく
解説したマニュアルを作成。

食品事業者の方々をはじめ、事業者団体や自治体等においても活用可能。

食品トレーサビリティ 「実践的なマニュアル」
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＜４（１）食品トレーサビリティ＞



生産・と畜段階 流 通 段 階

牛トレーサビリティ制度の概要
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＜４（１）食品トレーサビリティ＞
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米トレーサビリティ制度の概要

• 商 品 名：○○○○
• 入出荷日：○年○月○日
• 取引先名：○○食堂○○店
• 数 量：５ｋｇ×１０袋 等
• 産 地：「国産」
• 搬出した場所：○○○○

※産地情報伝達については、飼料用・バイオエ
タノール用等非食用に供されるものは除く。

＜４（１）食品トレーサビリティ＞



２ 食品安全行政（食品の安全）

(1) 食品安全行政の枠組

(2) 食品安全行政の体制

(3) リスク分析手法

（リスクアナリシス）

本日の講義内容
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３ 食の安定供給にかかる食品安全行
政上の取組（食の安全）

(1) 病害虫防除、農薬

(2) 肥料・飼料

(3) 動物防疫

(4) 植物防疫

４ 食の信頼確保にかかる食品安全行
政上の取組（食の安心）

(1) 食品トレーサビリティ

(2) 食品表示・監視

(3) 米穀の流通監視

(4) 食品防御（フードディフェンス）

(5) 消費者の部屋、懇談会等

１ 「食品の安全」と「食の安全」

(1) 食品が安全であること

(2) リスクとハザード

５ まとめ


